
 
 

 
2012 年の介護報酬改定に向け、従来の施設指向から、在宅介護を重視する施策へと大き

く舵を切ろうとしています。地域包括ケアシステムや 24 時間巡回看護・介護の新設など、

新たな施策もここ１年で次々と打ち出され、議論となってきています。 

しかし、人の暮らしの豊かさは、制度ばかりで組み立てられるものではなく、地域の多く

の他者との関わりやつながりのなかで、初めて成立するものです。そうした関わりやつなが

りを持ちながら、地域のなかで生き、地域のなかで死んでいくことを実現させる取り組みが、

宅老所や住民活動から起こり、今注目を集めています。 

このセミナーでは、そうした実践をご紹介しながら、参加者の皆様とともに、「つながりの

なかで生き、地域のなかで死ぬ」ための新たな支え合いについて、考え合います。 

 

日 時 ： 2012 年３月２４日 (土) 10:30～16:30 参加費 ： １人 3,500 円 

会 場 ： 第一セントラルビル１号館 ９階大ホール 定 員 ： 200 人（先着順） 

（岡山市北区本町 6-36） 
 

主 催：全国コミュニティライフサポートセンター 

共 催：宅老所・グループホーム全国ネットワーク 

後 援：小地域福祉活動を楽しむ全国ネットワーク／特養・老健・医療施設ユニットケア研究会／ 

小規模多機能ホーム研究会／地域共生ケア研究会 

 
お問い合せ：全国コミュニティライフサポートセンター（CLC 中日本） 

担当：島田 

〒465-0093 愛知県名古屋市名東区一社 1-121-105 

TEL：052-700-3239   FAX：052-702-7587 



◆プログラム 

10:00～ 受付 

10:30～ 開会 

10:40～ 基調講演  「地域の中で死ぬる」は夢物語か ～託老所あんきの 15 年にみる新たな支え合いのカタチ～ 

託老所あんき（愛媛県松山市） 代 表 中 矢 暁 美 

11:30～ 事例紹介Ⅰ 駒ヶ根市町四区二町 16 組（長野県）  梶 田 ひと美 

12:00～ 事例紹介Ⅱ デイサービスセンター奏(兵庫県宝塚市) 代 表 福 住 美 寿 

12:30～ 昼食・休憩 

13:30～ 鼎談  「地域で生きるということ、地域で死ぬということ」 

地域福祉の専門職、在宅診療に取り組む医師、そして地域住民。それぞれの視点から、「地域で最期まで暮らし続け、

死にゆく」ことをどのように考え、どのように支援するのかを語り合います。 

つどい場さくらちゃん（兵庫県西宮市） 代 表 丸 尾 多重子 

宝塚市社会福祉協議会（兵庫県） 事務局長 佐 藤 寿 一 

佐藤医院（岡山県岡山市） 医 師 佐 藤 涼 介 

14:45～ 休憩 

15:00～ パネルディスカッション  「つながりの中で生ききり、地域で死ぬるを実践するために」 

親しい人たちとのつながりを大切にしながら生き、住み慣れた家、地域で最期を迎えるために、介護者や支援者、行政

は何ができるのか。これまでの実践を踏まえながら、新しい地域支え合いのかたちを模索します。 

♪パネラー 

駒ヶ根市町四区二町 16 組（長野県）  梶 田 ひと美 

デイサービスセンター奏(兵庫県宝塚市)  代 表 福 住 美 寿 

託老所あんき（愛媛県松山市） 代 表 中 矢 暁 美 

♪サポーター 

まちづくり支援えひめ 代表理事 前 田  眞 

厚生労働省中国四国厚生局 局 長 川 尻 良 夫 

♪コーディネーター 

神戸学院大学総合リハビリテーション学部 教 授 藤 井 博 志 

16:30～ 閉会 

 
◆参加申込 

１．参加をご希望の方は、下記参加申込書に必要事項をご記入のう

え、FAX または郵送にてお申し込みください。 

２．参加費を右記郵便口座にお振り込みください。 

３．参加費の振り込みを確認し次第、参加票をお送りいたします。

セミナー当日は、参加票をご持参ください。 

 
 

◆参加申込書 FAX．052-702-7587 

申込責任者  団体名  

住所 

〒 （ 自宅 ・ 職場 ） TEL  

FAX  

 

お名前 役職 お名前 役職 

①  ②  

③  ④  

 

お振り込み先 

○ゆうちょ銀行振替口座 
口座記号・番号：０２２６０－９－４６３０３ 
加入者名：全国コミュニティライフサポートセンター 

※お近くのゆうちょ銀行、または郵便局の貯金窓口をご
利用ください。 


